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Thispaperreportstheresultsofasurvey（carriedoutinDecember，1997）among

schoolnurse-teachersinKumamotoprefectureontheirattitudestowardsandneedsfor

postgraduatecoursesofschoolhealtheducation・Outofthetotalnumbersofteachers

(n＝629,allfemale)，４３％（n＝273）respondedasbeingwishingtohaveanopportunity

oflearninginthepostgraduatecourse、Theratesofwishingwerehigherintheyounger

generationwithshorterperiodsoftheprofessional，３０～３４ｙｅａｒoldteachersshowingthe

highest（58％)．Ontheotherhand，therewasnosignificantdifferenceintheratesof

wishingamongtheteachers，despiteofthedifferenceinthekindsoftheirworking

schoolsoroftheircertificatesforschoolnurse-teachers，Thoseteacherswhograduated

fromYougokyouyuTokubetubekka（SpecialCourseinSchoolHealth)，andarenot

presentlyqualifiedtoenterasastudentintothepostgraduatecourse，showedahighrate

ofwishing（53％）ａｓｍｕｃｈａｓｔｈａｔ（51％）ofteachersgraduatedfromYougokyouyu

Youseikatei（DepartmentofSchoolHealth)．

Themainreasonsforwishingtoleaminthepostgraduatecoursewereasfollows：

(1)toincreasetheirbasicknowledgesaboutschoolhealtheducation，especiallyinthe

fieldofschoolcounseling;（２）tokeepabreastoftheprogressofprofessionalfield;（３）

tohaveanopportunitytodoaresearchonthesubjectwhichtheindividualteachers
perceivedasimportantthroughtheirprofessionalactivitiesinschools．

緒 論

大学院教育の充実に向けて熊本大学においても，大学院教育の充実に向けて

の改革案が種々検討されている').教育学部では,教

育学研究科の現状と課題について分析がなされ，多

くの提言が行われた2)．

養護教諭専修の院生の教育を目的とした大学院も，

平成５年度に，熊本大学教育学研究科に設置された．

しかし，これは，保健体育専修の一部（保健・養護

宰教育保健学科

*＊教育学研究科

系）として包含された形態での発足であり，それが

現在に至っている．このような形態での発足は，熊

本大学に限らず全国的に，愛知教育大学（昭和53年

度）をはじめとする養護教諭養成課程を持つ８国立

大学に共通していた．養護教諭専修を主目的とした

独自の大学院は，まづ愛知教育大学（平成５年度）

に設置され，最近，茨城大学(平成９年度)3)，岡山

大学(平成９年度)4)など次々に認められた．このよ

うな趨勢のなか，熊本大学教育学研究科にも養護教

諭専修独自の大学院を設置することについて，現在

検討中である．

大学院設置基準第14条に定める教育方法の特例

－７９－
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(昼夜開講制)の適用や，その他，現職教員の受講に

便宜を図るための制度が種々考えられており，現職

の養護教諭が大学院で学び得る機会も増してくると

思われる.したがって，このような時期，現職の養

護教諭が大学院に対してどのような意識を持ってい

るのかを知るととは，より理想的な大学院を構想す

る上で重要な資料のひとつとなるであろう.今回わ

れわれは，熊本県内の現職の養護教諭を対象に大学

院に関するアンケート調査を実施し，その分析を試

みた.

方法

対 象:熊本県内の各学校の現職養護教諭(総数

776 名，全員女性)

調査時期:平成 9年12 月

調査方法:郵送による質問紙調査法

調査票の構成:

養護教諭専修の大学院への入学希望の有無および

その理由のほか，年齢，勤務年数，勤務校種，取得

免許の種類，出身校について，回答を求めた.また，

自由記述として，大学への要望についても，記入し

てもらった.

結果と考察

1 質問紙の回収率と全体の集計結果

勤務校種別にみた発送数(回収数(回収率， %)) 
は，小学校489 (409 (83.6%)) ，中学校193 (149 (77. 
2%)) ，高校77 (55 (71.4%)) ，養護・聾・盲学校

17 (16 (94.1%))' で，総発送数(総回収数(回収

率， %))は， 776 (629 (81.1%)) であった.勤務

校種別にみて，回収率の高さと大学院入学希望有り

の率の高さには，必ずしも相関性は認められなかっ

た.

全対象者における入学希望有りの人数(率)は273
名 (43%) で，希望無しのそれは346 名 (55%) であ

った.残りの10 名 (2 %)は不明であった.希望無

しの回答率が高かったのは，その理由として自由記

述された内容をみれば明らかである.すなわち，現

在大学院への入学資格に制限があり，養護教諭養成

所，養護教諭特別別科や短期大学出身者に入学が認

められていないことにより，これらの出身者の多く

が入学希望を持ちながら，しかたなく希望無しの選

択肢を選んだ結果である.希望無しの理由として次

に多かったのは，家庭の事情や毎日の学校業務の多

さなどにより，大学院で学ぶための時間的余裕が無

いということであった.

2 年齢別にみた集計結果

大学院入学希望の有無について年齢別に集計した

結果(表 1)をみてみると，比較的若い群において，

当然のことながら，入学希望率が高かった.その率

は年齢30--34 歳において最高 (58%) で，以降，年

齢層が上がるにつれて低下した.

3 勤務年数別にみた集計結果

大学院入学希望の有無について勤務年数別に集計

表1.年齢別による集計結果 人数(%)

大 寸~・ 院 入 寸民ιー 希 望

年齢(歳) 有り 無し 不明 計

20-24 24 (51) 22 (47) 1 (2) 47 (100) 

25-29 49 (53) 41 (45) 2 (2) 92 (100) 

30-34 44 (58) 30 (39) 2 (3) 76 (100) 

35-39 48 (48) 52 (51) 1 (1) 101 (100) 

40-44 68 (40) 99 (58) 3 (2) 170 (100) 

45-49 31 (40) 47 (59) 1 (1) 79 (100) 

50-54 6 (15) 33 (85) o (0) 39 (100) 

55以上 2 (8) 22 (92) o (0) 24 (100) 

全体 272 (43) 346 (55) 10 (2) 628 (100) 

(年齢;記入なし， 1名) (χ2検定;P<O.Ol) 
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表2.勤務年数別による集計結果
人数(%)

大 学 院 入 学 希 望

勤務年数(年) 有り 無し 不明 計

5未満 53 (51) 47 (46) 3 (3) 103 (100) 

5-9 54 (57) 40 (42) 1 (1) 95 (100) 

10-14 28 (48) 29 (50) 1 (2) 58 (100) 

15-19 51 (43) 67 (56) 2 (2) 120 (100) 

20--24 65 (41) 90 (57) 2 (1) 157 (100) 

25--29 17 (36) 29 (62) 1 (2) 47 (100) 

30--34 3 (7) 38 (93) o (0) 41 (100) 

35以上 1 (17) 5 (83) o (0) 6 (100) 

全体 272 (43) 345 (55) 10 (2) 627 (100) 

(勤務年数;記入なし， 2名) (X2検定 pく0.01)

表 3. 勤務校種別による集計結果
人数(%)

大 寸品4・ 院 入 学 希 望

勤務校種 有り

小学校 170 (42) 

中学校 65 (44) 

高 校 30 (55) 

養護・聾・盲学校 8 (50) 

全体 273 (43) 

した結果(表2)をみてみると，勤務年数が5年未

満の群における入学希望率は51% と高く，勤務年数

5----9 年においてさらに高く (57%) なった.以降，

勤務年数が上がるにつれて低下する傾向があった.

勤務開始 1年からおよそ 10 年の期間にある養護教

諭に，養護教諭としての基本的な力量不足，学生時

代の勉学不足などを実感しているとし，それらを大

学院入学希望有りの理由として挙げているケースが

多かった.したがって，これらの教諭は，大学院を

再学習・補学習の場や機会としてとらえている.ま

だ，社会の変化や医学の進歩などに伴った新しい知

識を常に得ておきたいという理由や，現在あるテー

マで研究に取り組んでいるが，データの処理の方法

や論文作成の方法について学びたいという理由も述

べられていた.

無し 不明 計

233 (57) 6 (1) 409 (100) 

81 (54) 3 (2) 149 (100) 

24 (44) 1 (2) 55 (100) 

8 (50) o (0) 16 (100) 

346 (55) 10 (2) 629 (100) 

(χ2検定 nふ)

学習したい内容としては rカウンセリングJを挙

げるものが最も多く，その他「救急処置」・「性教

育」・「心因性疾患」などが目立つた.

4 勤務校種別にみた集計結果

表 3 は，大学院入学希望の有無について，勤務校

種別の集計結果である.入学希望率は高校に勤務す

る群が最高 (55%) で，以下，養護・聾・盲学校 (50

%)>中学校 (44%) 孟小学校 (42%) の順であった

が，この率には統計学的有意差は認められなかった.

5 取得免許の種類別にみた集計結果

表 4 は，大学院入学希望の有無について，取得免

許の種類別による集計結果である.入学希望率は養

護教諭一種(級)の免許を取得している群が46% で
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表 4. 取得生許の種類別による集計結果
人数(%)

大 学 .院 入 学 希 望

取得免許 有り 無し 不明 計

養護教諭一種(級)ー 230(46) 257 (52) 8 (2) 495 (100) 

養護教諭二種(級) 41 (32) 85 (66) 2. (2) 128 (100) 

その他 2 (40) 3 (60) o (0) 5 (100) 

全体 273 (43) 345 (55) 10 (2) 628 (100) 

(取得免許の種類;記入なし， 1名) (χ2検定 nふ)

表 5. 出身校種別による集計結果 人数(%)

大 学 院 入 学 希 望

出身校種 有り 無し 不明 計

養教養成課程 72 (51). 66 (47) 3 (2) 141 (100) 

養 教 養 成 所 52 (37) 86 (6.1) 3 (2) 141 (100) 

特別別科 96 (53) 84 (46) 2 (1) 182 (100) 

短期大学 36 (31) 78 (7) 3 (3) 117 (100) 

その他 15 (33) 30 (67) o (0) 45 (100) 

-全体 271 (43) 344 (55) 11 (2) 626 (100) 

(出身校種;記入なし， 3名) (x 2検定;P<O.Ol) 

あったが，他方，養護教諭二種(級)の免許を取得

している群も入学希望率が32% ほどあった.

6 出身校別にみた集計結果

表 5 は，大学院入学希望の有無について，養護教

諭の出身校別による集計結果である.入学希望率は

養護教諭特別別科出身群と養護教諭養成課程出身群

がそれぞれ53% と51% で高かったが，他方，養護教

諭養成所出身群と短期大学出身群もそれぞれ37% と

31% でかなりの高率であった.前述のとおり，現在，

養護教諭養成所，養護教諭特別別科や短期大学出身

者に大学院入学資格が認められていないので，とれ

らの出身者で入学希望を持ちながら，しかたなく希

望無しの選択肢を選んだ対象者が多数いたことを考

慮にいれなければならない.他の調査でも同様な結

果が示されておりへ日本教育大学協会全国養護部

門では，例年，これらの出身者にもなんらかの条件

付きであっても大学院入学資格が認められるよう，

日本教育大学協会をとおして文部省に要望を出して

いるが，未だ実現に至っていない.

大学院教育「養護教育専攻」の目的として，①養

護教諭のスペシャリストとして，高度な専門的知

識・能力を持つ職業人を養成する(再教育・卒業後

教育)②養護教育の専門分野において，学術研究の

中核となる研究者を養成する，などが掲げられてい

る6) このような目的の達成のためには，大学院制度

が門戸を広く開放した形で整備拡充されるべきであ

ろう.大学への要望に関する自由記述のなかに，こ

のような形での大学院設置を熊本大学にも望む声が

多かった.

結語

熊本県内に在職中の養護教諭を対象に大学院への

入学希望について調査した.その結果，回答者全体

(629 人)のうち43% (273 人)が大学院への入学につ

いて「希望有り」と答えた.年齢別および勤務年数

別にみると，勤務年数が比較的短く若い世代におい

て入学希望率が高かった.中でも 30 歳から34 歳の養

護教諭は58% が入学を希望していた.他方，勤務校

種あるいは取得免許状の種類による差異はみられな
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かった.養護教諭特別別科卒業者は，現在のところ

大学院入学の資格が認められていないが， 53% が入

学を希望しており，養護教諭養成課程出身者の割合

(51%) と同様に高かった.大学院で学びたいという

主な理由として， (1)学校健康教育，とりわげ学校カ

ウンセリングの分野についての基礎知識をより豊富

にするため， (2)専門分野の進歩をつねに吸収してお

くため， (3)学校における養護教諭としての専門的活

動をとおして研究してみたいと思うようになったテ

ーマがあるため，などが述べられていた.
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